
 

  

 

元気なあいさつが響く学校をめざして 

朝、正門に立って子どもたちの様子を見ていると、こちらのあいさつに反応せず通り過ぎていく

子もおり、さみしさを感じることがあります。もちろん、大きな声であいさつをする子、目であいさつ

をしてくれる子、にこっと笑顔で返してくれる子、会釈をしてくれる子など、それぞれの方法で応え

てくれる姿も見られます。 

 本校では、「いつでも、どこでも、だれにでも元気にあいさつのできる児童」の育成を目指し、「あ

いさつ運動」に取り組んでいます。登校後には、クラスごとの輪番制で正門に立ったり、あいさつリー

ダーを中心に声をかけ合ったりして、あいさつの響く学校づくりを進めています。また、間々田中学

校の生徒とともに「小中あいさつ運動」を行い、校種を越えてあいさつの励行に努めています。 

 成長途中にある子どもたちにとって、家庭や学校、地域で私たち大人があいさつをし続けること

も大切です。大人の率先垂範の姿は、すぐに言葉や態度として表れなくても、確かに子どもたちの

心に届いているものと信じています。 

あいさつは、単なる習慣ではなく、相手を思いやる心の表れでもあります。相手の存在に気づき、

言葉や態度で応えることは、人と良い関係を築く第一歩です。声の大きさや形にとらわれるのでは

なく、「相手に気持ちを届けようとすること」を大切にしてほしいと願っています。 

 子どもたちがあいさつを通して人との関わりのよさを感じ、安心して学校生活を送れるよう、引き

続き取り組んでまいります。 

 

水泳の授業が始まります！ 

 ５月 18 日（月）、６年生がプール清掃を行いました。 

 ５月とは思えないほど気温が約 30 度まで上がる暑い日となり

ましたが、６年生は声をかけ合いながら協力し、一人一人が自分の

役割に責任をもって、学校のために一生懸命取り組んでいました。

その姿からは、最高学年としての自覚と頼もしさが感じられまし

た。１年間たまっていた汚れも、１時間半ほどで見違えるほどきれい

になりました。 

 こうして整えられたプールは、これから始まる水泳学習の大切

な舞台となります。６年生の頑張りが、下級生の学びを支えてい

ます。 

 ６月１日（月）にプール開きを行い、水泳学習が始まりました。６年

生が心を込めてきれいにしてくれたプールで、子どもたちが安全

に、そして笑顔で学ぶ姿が今から楽しみです。 

間東小だより 
〈学校教育目標〉 

 〇やさしく（思いやり、助け合う子ども） 

 〇かしこく（主体的に学ぶ子ども） 

 〇たくましく（根気強く、健やかな子ども） 

   ※合言葉は「一生懸命」 
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１年生 遠足 

 ５月 20 日（水）、１年生にとって小学校で初め

ての遠足に行ってきました。 

 「とちのきファミリーランド」で乗り物に乗る

などし、楽しい時間を過ごしました。 

 入学してから約２か月が経ち、小学校生活に

も慣れ、新しく出会った友達との仲もより深ま

る機会となりました。 

 お弁当の準備や暑さ対策等、ご協力いただきありがとうございました。 

 

２年生 生活科「生き物調査」 

 ６月２日（火）に、学校南側の用水路で、生き物

調査を行いました。 

 地域のボランティアの方々にご協力をいた

だき、ザリガニやフナなど、たくさんの生き物を

捕ったり観察したりすることができました。短い

時間でしたが、子どもたちは大はしゃぎでした。 

 

３年生 社会科見学 

最初に訪れた渡良瀬遊水地では、広大な自然の様子にふれながら、水害から地域を守る大切な

役割について学びました。直前のクマ出没情報により、車窓からの見学となりましたが、自然と人々

のくらしとの関わりについて、実際に見て考えることができました。   

時間調整のために寄った県南体育館では、新しくなった遊具で、友達と楽しく体を動かしました。  

昼食は寺野東遺跡でとり、歴史ある場所の雰囲気を感じながら過ごしました。昔の人々のくらしに思

いをはせるよい機会となりました。   

午後は結城紬技術支援センターを見学しました。伝統的な技術や工程について説明を聞いたり、

実際に糸つむぎの体験をしたりすることで、地域に受け継がれてきた文化のすばらしさを実感する

ことができました。  

一日を通して、子どもたちは見たり聞いたり体験したりしながら、多くのことを学びました。今後の

学習にも今回の経験を生かしていきたいと思います。 

 


